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サークル写真

当社は東京と神戸に本社を置き「個性の技術を活かし合い、社会課題の解決に挑みつづける」を理念

を掲げ生産活動を行う、鉄、アルミ、チタン、銅など複数の金属素材を手掛ける複合素材メーカーです。

その中で、私たちが勤務する大安製造所は、三重県の北部緑豊かな、いなべ市にあり大型プレスでの型

打ちや砂型鋳造といった長年培ってきた技術を駆使して鉄道車両や航空機、自動車といった様々な分

野へ素材を供給しております。

私に西は、三重県四日市市出身。2007年に神戸製鋼所に入社し品質保証室、非破壊検査班に配

属、頼もしい先輩や後輩に囲まれ、持ち前のやる気を発揮して業務の中心的役割を担うまでに成長で

きました。

メンバーはベテランから若手までバランスよく10名で構成。世話人は2人と手厚いはずが、QC活動を経験

していない若手メンバーが多いこともありサークル活動は停滞気味。サークル名は砂型鋳造製品検査のプ

ロ集団になろうとの意味から「プロキャスティング」と命名。

プロキャスティングサーク
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意気揚々と話しながらサークルレベルを確認してみると最低のDゾーン。

個人別評価を見てもベテランを除く全員がQCに対する意識が低く、知識もなく問題解決意欲も感

じられないほどのレベルからのスタートに不安がいっぱいです。

そんなある日、室方針としてＸ線検査での品質保証精度向上があげられるなか、作業者からＸ線

検査に使用するフィルムがなくなりそうです。との一報。

フィルムとは皆さんが骨を折ったりしたときに確認するレントゲンフィルムの事です。

日常的に数え間違いが起こるのでは？との疑問からメンバー全員を対象に在庫確認を一か月間実

施。結果は驚くべきことに、全体の15％で数え間違いをしていること、更にはそれは全員が起こりうる

可能性があるという事実が判明しました。

活動計画はメインとサブのダブルリーダー制としサブリーダーを務めた人が次のステップリーダーを務める

形とし目標達成、全員参加で知識と技能のスキルアップを目指します。

今回は所長の一声で多くの方々が在庫確保に動き、事なきを得ましたが、二度と同じ過ちを犯す

わけにはいきません。サークルの困りごとの上位にもある「Ｘ線フィルムの在庫管理がしにくい」をテーマ

に取り上げ、私に西がテーマリーダーに立候補し活動開始です。

Ｘ線で使用するフィルムがなくなると砂型鋳造で作られた製品の品質保証が出来ないため、すべて

の製品がＸ線検査待ちで停滞してしまい納期通りに製品が出荷が出来ず、お客様に迷惑をお掛け

することになってしまいます。

在庫確認時に数え間違いを起こせばフィルム切れに直結する。そのようなことは二度と起こしてはなら

ないという強い思いから目標の設定を2021年2月までにＸ線フィルム在庫確認時の数え間違いを

ゼロにすることと掲げました。

使用するＸ線フィルムは製品別にサイズ・用途が異なり、毎月15,000枚を使用しています。

そのフィルム数量を確保するため、入荷された現品を全て目視確認して欠品とならないように在庫管

理していましたが、作業者からは「数え間違いしそう～」との声もありました。



ブレーンストーミングで意見を出し合い。「置き場が複数ヶ所ある」

「在庫数が適正じゃない」「数が数えにくい」の3つを」重推定要因

と決定しました。

要因検証① 保管場所がＡ、Ｂ、Ｃの3つに分かれて保管され

ており複数回数える必要があることから数え間違いが起こりうるの

で真因と考えられます。

要因検証② 在庫数は確認しているが在庫量を記入したりはし

ていなく、在庫の増減は作業者の感覚。管理しているとはいいが

たい状況でした。

要因検証③ 数量確認は段ボールが積まれた中から1箱ずつ降

ろして行い再度積み上げて保管する状況。

数え間違いが起こるので真因と考えられます。

対策案の検討は系統図を使いメンバー全員でアイデアを出し合

いマトリックスで評価点数付けを行い10点以上ものを実施してい

きます。

対策① 3ヶ所で保管している枚数を数えると42,000枚もあり

過剰に在庫が・・発注から納入までのリードタイムを考えるとパレッ

ト3枚分あれば・・どこかにないかな？

対策③ フィルム専用棚を設置して段ボールのまま置くのではなく

中身を出して保管。置き場も決めて保管量も一目でわかるように

なりました。

以上の対策を結果を確認すると・・・まだ全体の約9％の数え間

違いが起こっていた為、再度みんなで会合を行います。

他班にフィルム在庫管理の重要性を話すと快く快諾して頂き、置

き場候補地にあった備品などを共同で移設し他サークルとコミュニ

ケーションが深まった。

対策② 作業者のカンコツ頼りで在庫調整をしている以上管理

台帳が必定です。台帳にはサイズ、種類、数量、使用履歴が必

要と認識を持ちました。

不慣れな西が管理台帳をエクセルで悪戦苦闘しながら作成して

いると、いつも控えめな別所君が「僕やりましょうか」と積極的な

一声。カチカチパソコンをいじるとすぐさま「出来たーの」との声にに

早速別所君からの実演。マクロを使った台帳は皆が驚くほど簡単

に正確に数値をはじき出しています。誰でも同じレベルで出来る

ね」と一同拍手喝采です



標準化と管理の定着化として5W1Hを利用して標準化や作業

者教育を実施して後戻りしないようにしました。

活動終了後のサークルレベルはメンバー全員が同じ目標を持ち、

個人個人が得意分野で才能を生かして確かな成長を果たし全

体的な底上げが出来たことでCゾーンに到達出来ました。

反省と今後の進め方。メンバーとコミュニケーションが多く取れたく

さんの意見が聞けた事が大きな収穫でした。

今後の活動に大きな変革になったと自負しております。

改善後の副作用の確認をしてみます。すると安全面で棚の耐荷重

に積載荷重が耐えられていないため結果が×に・・・

実際に棚が曲がっていたため耐荷重を調べてみると。

1段あたりの積載荷重25Kgオーバーだったため、鉄製の棚に変更し

作業者からの追加案、段ボールのままの保管でも正確な個数を表示

出来ていた為、段ボールの保管に変更しました。

対策に対する効果の確認はスマートマットへフィルムを載せ、自動

計算される数値データを確認するだけになったことで、数え間違いは

ゼロになり、目標を達成することが出来ました。

ソーセージ

議題は重量で管理するものって何がある？メン

バー全員が意見を言い合い白熱してくる中で

内田さんが大きな声でインターネットが普及して

いる時代なので検索してみては？の声に一同

納得の声。

フィルム一個の重さをスマートマットに登録、順番に50個

まで載せて確認すると実際の数量と差異はなく重量から

個数を管理することが実証されました。

各フィルムの置き場を決めてスマートマットを設置。

フィルムを載せていけばスマートマット情報端末で在

庫数を正確に把握でき発注にも誤りがなく適正在

庫での管理が可能になりました。

改めて全員で棚に置いてあるフィルムを確認し

てみると、棚に置き場を決めてフィルムを置いて

いた後ろにさらにフィルムを置いていた為フィルム

が見えにくく、数を数える際間違える原因となっ

会合ではなかなかいい打開策も出ず、いろいろ

と対策したけれど、そもそも数を数える事自体数

え間違いにつながるよねとの結論に・・・

数えたら間違える、数えなければ数はわからないモヤモ

ヤしながら買い物へ、ソーセージを50本下さい、店員さ

んは1500ｇで50本ですねの声。1本30ｇのソーセー

ジが50本で1500ｇこれは意外なところにヒントがあった。

早速重量で管理と検索すると。スマートマットク

ラウドが検索にヒットしました。ネジ一個などの重

量を設定しその重さから個数を把握すると記載

があり実際にＸ線フィルムの重量から在庫確認

が出来るのか実機テストを行いました。

早速、休日に出来事を含め再度メンバー全員で会

合を行い、自動集計システム案を「重量で在庫を

管理する」案に変更し点数付けを行い13点と点数

も高く効果が期待できる為、対策を実施します


